
相談で終了 

相談窓口における「相談」 

 

 

 

 

 

部局長等による「調整」 

 

 

 

 

 

 

相談員が、相談者の話を聴き、 

相談内容を整理 

問題の解決方法や、被害の防止・回

避方法にも広く相談に応じ対応 

調整により解決 

相談者（構成員・関係者） 

部局長等が、相談者及び行為者 

とされる者の双方の主張を聴き、

問題点を整理 

問題解決に向けた措置を実施 

（調整は原則２ケ月以内に完了） 

調査委員会/調査担当者による「調査」 

 

 

 

 

 

総括責任者による「措置」 

 

 

 

調査員等が、相談者及び行為者と

される者の双方から事実関係を

迅速・正確に確認し、結果を報告 

（報告は原則３ケ月以内に完了） 

相談者に対する配慮の措置及び

行為者に対する措置を実施 

調査/措置により解決 

学長による「措置」 

 

 

 

 

 

行為者に対する懲戒処分等の

措置を実施 

 相談（苦情） 

苦情の申立 

総括責任者（理事） 

【性犯罪等の被害が認められる場合】 

・ 相談員は、警察・医療機関・支援

センター等の学外の関係機関と連携 

・ 公益通報に該当（おそれあり）の

場合は、通報・相談窓口へ引き継ぐ 

 

別紙 2 

ハラスメント等解決への流れ 

 

 

【総括責任者が調整を要請しない場合】 

・ 相談者本人の意向による場合 

・ 当該事案の状況による場合 

 

【部局長等による調整の措置】 

・ 双方を引き離すための措置 

・ 双方の関係改善に向けての援助 

・ 行為者とされる者への注意・指導

及びモニタリング 

・ 行為者とされる者の謝罪の斡旋 

・ 相談者が受けた不利益の回復措置 

 


